
C
E
L
は
1
9
8
6
年
4
月
に
設
立

さ
れ
る
と
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
生
活
・

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」「
街
づ
く
り
、
未

来
住
宅
」「
文
化
」
の
4
つ
の
研
究
領

域
で
「
10
年
後
、
20
年
後
の
社
会
を
良

く
す
る
た
め
の
研
究
」
に
取
り
組
み
始

め
た
。
ほ
ど
な
く
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
21
世
紀
の
住
ま
い
と
暮
ら
し
」
が
立

ち
上
が
っ
た
。
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
21
世
紀
の
住
ま
い
と
暮
ら
し

を
見
つ
め
る
た
め
に
、
ま
ず
、
バ
ラ
色

で
幸
せ
に
満
ち
た
世
界
の
夢
を
描
く
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
。

当
時
、
21
世
紀
の
日
本
を
バ
ラ
色
に

描
く
こ
と
は
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は

な
く
、
高
度
に
情
報
化
が
進
展
し
、
豊

か
さ
と
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
社
会

が
容
易
に
想
像
さ
れ
た
。
し
か
し
、
生

活
者
の
視
点
に
立
っ
た
と
き
に
、
果
た

し
て
そ
の
楽
園
に
住
む
人
が
真
に
幸
せ

な
の
か
、「
満
腹
は
し
た
が
、
満
足
は

し
て
い
な
い
」
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
問
が
生
じ
、「
生
活
者
に
と
っ
て
真

の
幸
せ
と
は
何
か
？
」
と
い
う
難
問
と

向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
情
報

誌
『
C
E
L
』
4
号 

1
9
8
7
年
11
月
）。

1
9
9
0
年
代
に
入
り
、
生
活
者
が

「
自
分
に
と
っ
て
の
真
の
豊
か
さ
」
と

は
何
か
を
真
剣
に
求
め
は
じ
め
る
と
、

住
ま
い
を
単
な
る
器
と
し
て
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
生
活
と
い
う
「
ド
ラ
マ
の

舞
台
」
と
し
て
捉
え
た
「
住
ま
い
の
生

活
学
」（『
C
E
L
』
24
号 

1
9
9
3
年
6

月
）
の
連
載
が
始
ま
る
。
第
1
～
9
回

（『
C
E
L
』
33
号 

1
9
9
5
年
6
月
）
ま

で
は
、
標
準
化
さ
れ
た
住
ま
い
と
生
活

実
態
の
乖
離
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

C
E
L
が
設
立
さ
れ
た
1
9
8
6
年

か
ら
約
10
年
間
は
、
バ
ブ
ル
に
翻
弄
さ

れ
な
が
ら
、
住
宅
政
策
も
「
量
の
確

保
」
か
ら
「
居
住
水
準
の
向
上
」「
ス

ト
ッ
ク
重
視
」
へ
移
っ
て
い
く
時
代

だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
C
E
L

の
「
住
ま
い
と
暮
ら
し
」
研
究
も
、
人

間
関
係
を
主
軸
に
し
た
住
ま
い
論
が
展

開
さ
れ
て
い
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

転
機
と
す
る
変
化

1
9
9
5
年
1
月
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
転
機
に
住
ま
い
と

暮
ら
し
の
研
究
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

﹁
21
世
紀
の
住
ま
い
と
暮
ら
し
﹂

『ＣＥＬ』を振り返る…………

 エネルギー・文化研究所の見つめてきた
 「住まい・暮らし」と「生活文化」

第 回8

エネルギー・文化研究所（CEL）は、
1986年4月に設立されて、今年で40周年を迎えた。
研究所の立ち上げ当時から、
「住まい・暮らし」は主要な研究領域のひとつであった。
40年間のなかでどのような研究と実践が繰り広げられたのかを
改めて振り返ることで、未来につなぐ糸口を見出したい。

小西久美子
Konishi Kumiko

40C E L   S e p t e m b e r   2 0 2 6

「
ド
ラ
マ
の
舞
台
」
と
し
て
い
た
住
ま

い
に
つ
い
て
、
人
間
が
生
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
住
環
境
概
念
の
認
識
が
大

き
く
広
が
り
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
し
て

物
理
的
に
存
在
す
る
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
生

活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
目
に
見
え
な
い
風
土
や
生
活
文

化
と
し
て
も
存
在
す
る
と
い
う
認
識
を

強
め
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
震
災
に
よ
る
死
者
の
約
半

数
が
高
齢
者
で
あ
っ
た
事
実
を
踏
ま
え
、

高
齢
社
会
の
住
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

高
齢
者
を
弱
者
に
し
な
い
社
会
の
実
現

の
た
め
に
は
、
こ
の
住
環
境
概
念
の
広

が
り
や
、
人
の
生
活
の
多
様
性
や
複
雑

さ
の
認
識
が
重
要
な
役
割
を
担
う
と
し

て
い
る
（「
住
ま
い
の
生
活
学
」
第
10
回

『
C
E
L
』
36
号 

1
9
9
6
年
3
月
）。
さ
ら

に
住
宅
・
福
祉
政
策
の
先
進
国
で
あ
る
北

欧
（
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
）
の
事
例
か
ら
、
人
生
そ
れ
ぞ
れ

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
得
る
住

ま
い
・
住
環
境
が
い
か
に
保
障
さ
れ
る

か
が
、
社
会
の
成
熟
度
・
文
化
度
を
測

る
尺
度
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
同

第
12
回
『
C
E
L
』
44
号 

1
9
9
8
年
3
月
）。

多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
研
究

①
大
阪
ガ
ス
実
験
集
合
住
宅
N
E
X
T
21

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
の
企
業
内
研
究
所

で
あ
る
C
E
L
に
と
っ
て
、
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
研
究
も
主
要
テ
ー
マ

で
あ
る
。
特
に
、
1
9
9
3
年
に
竣
工

し
た
大
阪
ガ
ス
実
験
集
合
住
宅

N
E
X
T
21
で
は
、
1
9
9
0
年
の
企

画
段
階
か
ら
参
画
し
、
各
実
験
フ
ェ
ー

ズ
に
お
い
て
、
住
ま
い
方
調
査
や
リ

フ
ォ
ー
ム
実
験
な
ど
に
、
直
接
・
間
接

的
に
関
わ
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

少
子
高
齢
社
会
、
共
働
き
子
育
て
等
、

多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
家
族
形
態

に
対
応
し
た
住
宅
と
住
環
境
の
研
究
、

人
を
招
き
入
れ
、
外
部
空
間
の
豊
か
さ

を
享
受
で
き
る
「
中
間
領
域
」
に
よ
り
、

環
境
的
・
社
会
的
・
文
化
的
持
続
可
能

性
を
実
現
す
る
研
究
な
ど
が
あ
る
。

2
0
1
4
～
2
0
1
7
年
は
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
文
化
講
座
―
―
実
験
集
合
住

宅
N
E
X
T
21
シ
リ
ー
ズ
」
全
7
回
を

開
講
し
、
そ
の
内
容
は
C
E
L
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
［
＊
1
］。

②
再
生
エ
コ
ハ
ウ
ス

研
究
員
自
ら
が
購
入
し
た
築
27
年
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
戸
建
て
住
宅

を
、
建
て
替
え
で
は
な
く
改
修
工
事
に

よ
っ
て
「
エ
コ
ハ
ウ
ス
」
へ
と
再
生
さ

せ
る
実
践
研
究
。
廃
棄
物
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
削
減
し
た
環
境
負
荷
低

減
、
自
然
と
の
親
和
性
、
健
康
と
ア
メ

ニ
テ
ィ
の
向
上
を
目
指
す
「
環
境
共
生

住
宅
」
へ
の
再
生
改
修
に
よ
っ
て
、
住

ま
い
へ
の
関
わ
り
や
愛
着
を
高
め
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
促
す
効
果
を

見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体

的
な
実
践
内
容
は
、『
C
E
L
』
で
も

詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
［
＊
2
］。

ま
た
、
こ
の
「
再
生
エ
コ
ハ
ウ
ス
」

で
得
ら
れ
た
知
見
は
、
N
E
X
T
21
第

3
フ
ェ
ー
ズ
（
2
0
0
7
年
～
）
で
は

「
フ
ァ
ク
タ
ー
4
の
家
」
と
し
て
展
開

し
て
い
っ
た
。
住
ま
い
の
豊
か
さ
を
2

倍
に
し
、
環
境
負
荷
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
）
を
二
分
の
一
に
す
る
こ
と
で
、

環
境
効
率
（
住
ま
い
の
豊
か
さ
／
環
境
負

荷
）
を
四
分
の
一
に
す
る
省
エ
ネ
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
達
成
し
て
い
る
。

「
再
生
エ
コ
ハ
ウ
ス
」
は
、
実
験
開
始

か
ら
25
年
以
上
経
過
し
、
建
物
と
し
て

は
築
50
年
を
超
え
て
い
る
が
、
当
時
の

研
究
員
（
2
0
1
4
年
に
退
職
）
は
、
現

在
も
再
生
エ
コ
ハ
ウ
ス
で
エ
コ
ラ
イ
フ

を
実
践
し
て
い
る
。

③
火
の
あ
る
暮
ら
し

調
理
や
火
の
生
活
文
化
の
継
承
に
関

す
る
研
究
も
長
く
取
り
組
ん
で
き
た
。

食
と
い
う
切
り
口
か
ら
都
市
ガ
ス
の
歩

み
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
食
そ
の
も

の
の
歴
史
を
振
り
返
り
整
理
し
、
台
所

道
具
と
し
て
の
ガ
ス
と
食
を
解
き
明
か

し
て
い
る
。ま
た
、1
9
9
0
～
2
0
1
4

年
ま
で
25
年
間
、
炎
と
食
と
人
類
の

関
わ
り
の
歴
史
、
調
理
科
学
分
野
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容
の
「
炎
と
食

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
毎
年
開
催
し
た

（『
C
E
L
』
1
1
3
号 

2
0
1
6
年
7
月
）。

東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
の
川
島

隆
太
教
授
（
当
時
）
と
の
共
同
研
究
で

は
、
住
ま
い
の
中
で
暮
ら
し
を
支
え
て

い
る
「
火
」
の
効
用
を
「
調
理
」
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
調
理
で
脳
が
活
性
化
さ

東北大学との共同研究では、調理で脳が活性化することが実証
された。
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れ
る
こ
と
を
科
学
的
に
証
明（『
C
E
L
』

72
号
2
0
0
5
年
3
月
）。
親
子
一
緒
で

の
調
理
が
子
ど
も
の
脳
を
育
て
、
大
人

の
脳
を
鍛
え
る
こ
と
も
実
証
さ
れ
、
こ

の
成
果
は
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
の
「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」、
大

阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
地
域
共
創
活

動
、
次
世
代
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
食

育
」
や
「
火
育
」
へ
と
継
承
さ
れ
た

（『
C
E
L
』
96
号
2
0
1
1
年
3
月
）。

④
生
活
意
識
調
査

2
0
0
5
～
2
0
1
2
年
に
実
施
し

た
「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
関
す
る
生
活
意
識
調
査
」、

2
0
0
5
～
2
0
1
6
年
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
実
施
し
た
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、

『
C
E
L
』
1
3
2
号
（
2
0
2
3
年
3
月
）

で
詳
し
く
レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

大
阪
・
上
町
台
地
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
協
働
研
究

大
阪
・
上
町
台
地
は
、
日
本
史
の
舞

台
と
し
て
、
古
代
・
中
世
・
近
世
と
要

所
で
あ
っ
た
。
近
代
化
以
降
も
、
大
阪

の
都
心
部
に
あ
っ
て
、
商
業
・
業
務
一

色
に
席
巻
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
歴
史
・

文
化
、
国
際
交
流
、
医
療
・
福
祉
、
教

育
、
宗
教
、
そ
し
て
居
住
と
い
う
都
心

居
住
文
化
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
営

み
を
支
え
て
き
た
地
域
で
も
あ
る
。

2
0
0
0
年
代
初
頭
、「
都
市
再
生
」

の
機
運
の
も
と
、
大
阪
・
上
町
台
地
を

中
心
と
す
る
都
心
部
で
「
都
心
回
帰
」

が
顕
著
に
な
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給

が
進
み
、
人
口
は
増
加
し
た
が
、
そ
れ

が
居
住
の
質
や
都
市
の
持
続
性
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
単
身

化
・
高
齢
化
・
多
文
化
化
が
進
行
す
る

一
方
、
長
屋
や
寺
町
に
代
表
さ
れ
る
歴

史
的
居
住
文
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
弱
体
化
し
、
都
市
再
生
の
焦
点
を

「
量
」
か
ら
「
生
活
文
化
」
へ
移
す
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

背
景
と
問
題
意
識
の
も
と
、
上
町
台
地

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
地
域
資
源
を
媒
介

と
し
た
生
活
文
化
の
再
生
、
都
市
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
研
究
を
展
開
し

て
い
っ
た（『
C
E
L
』
65
～
68
号
、
70
～

1
0
0
号
、
1
3
5
～
1
3
8
号
）［
＊
3
］。

①
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会

上
町
台
地
を
中
心
に
、
地
域
周
辺
で

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
地
域
住
民
等
を

中
心
と
す
る
有
志
の
会
が
2
0
0
2
年

か
ら
活
動
を
開
始
し
、
2
0
0
3
年
5

月
に
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る

会
」
と
し
て
正
式
に
発
足
し
た
。
生

活
・
文
化
と
い
う
ソ
フ
ト
領
域
か
ら
、

都
心
居
住
文
化
に
リ
ア
ル
に
迫
ろ
う
と

す
る
複
数
の
活
動
団
体
が
、
上
町
台
地

か
ら
本
質
的
な
都
市
再
生
、
都
心
居
住

文
化
創
造
の
真
価
を
問
う
と
い
う
思
い

の
も
と
、
ひ
と
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
を
結
成
し
た
。

C
E
L
も
同
会
と
連
携
し
つ
つ
、

「
上
町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ

ン
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
上
町
台
地

の
居
住
者
、
来
訪
者
を
対
象
に
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
調

査
、
マ
ン
シ
ョ
ン
新
住
民
を
対
象
と
し

た
地
域
資
源
と
地
域
活
動
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
、
都
心
居
住
支
援
を
目
的
と

し
た
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
再
構

築
な
ど
、
産
学
地
域
協
働
の
実
践
研
究

を
行
っ
た
。

②U-CoRo

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　Step1/Step2

2
0
0
7
～
2
0
1
2
年
のU

-CoRo

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トStep1

で
は
「U-CoRo

ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」
と

し
て
、
N
E
X
T
21
の
１
階
小
ス
ペ
ー

ス
の
ガ
ラ
ス
ウ
ォ
ー
ル
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
）

を
活
用
し
た
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
展

示
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
展
開
を
通
し
て
、

地
域
で
活
動
す
る
多
様
な
主
体
や
地
域

資
源
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
補
完
と
拡

張
を
働
き
か
け
る
、
ま
ち
か
ど
の
ミ
ク

ロ
な
社
会
実
験
で
あ
る
。
都
心
居
住
者

と
地
域
が
つ
な
が
り
、
地
域
と
の
関
係

性
の
な
か
で
生
活
価
値
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
集
合
住
宅
の
共
用
部
が

ミ
ク
ロ
な
媒
介
装
置
と
な
り
う
る
か
を

検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
N
E
X
T
21

が
持
つ
空
間
資
源
と
し
て
の
価
値
は
、

地
域
資
源
の
可
能
性
を
物
語
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多

様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
交
流
を
媒
介
し
、

新
た
な
〝
つ
な
が
り
〟
を
誘
発
し
て

い
っ
た
。

『CEL』70号（2004
年9月）では、連載
記事「大阪・上町台地
発　都心居住文化の
創造へ」第1話として
「上町台地からまちを
考える会」の発足が
紹介された。
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ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
を

き
っ
か
け
に
、
2
0
0
8
年
か
ら
有
志

に
よ
る
「
玉た

ま

造つ
く
り

黒く
ろ

門も
ん

越し
ろ

瓜う
り

〝
ツ
ル
つ

な
ぎ
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
、

現
在
も
継
続
し
て
い
る
。
伝
統
野
菜
・

玉
造
黒
門
越
瓜
の
栽
培
や
収
穫
祭
を
通

し
て
、
地
域
内
外
と
の
交
流
、
人
と
地

域
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。

2
0
1
3
～
2
0
2
4
年
ま
で
実
施

し
たU

-CoRo

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トStep2

で
は
、
N
E
X
T
21
か
ら
ま
ち
な
か
へ
、

ミ
ク
ロ
な
発
信
場
所
の
多
様
化
・
分
散

化
を
図
っ
て
い
っ
た
。Step1

で
開
拓

し
た
資
源
や
関
係
性
を
も
と
に
、
過

去
・
現
在
・
未
来
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
「
上
町
台
地 

今

昔
タ
イ
ム
ズ
（
v
o
l
.
1
～
20
）」
を

発
行
。
さ
ら
に
、「
上
町
台
地 

今
昔

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
（
v
o
l
.
1
～

20
）
を
通
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と

情
報
共
有
の
場
づ
く
り
、「
上
町
台
地 

今
昔
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」

の
発
行
（
v
o
l
.
1
～
20
）
を
通
し
た
、

資
料
・
証
言
・
知
見
の
記
録
と
社
会
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
も
取
り
組
ん
だ
。

住
む
ま
ち
・
大
阪
の
歴
史
の
再
評
価
︑

都
市
居
住
文
化
の
再
構
築

日
本
初
の
住
ま
い
を
テ
ー
マ
に
し
た

専
門
博
物
館
「
大
阪
く
ら
し
の
今
昔

館
」
と
C
E
L
は
、
同
館
の
計
画
段
階

か
ら
協
力
関
係
を
築
き
、
2
0
1
5
年

2
月
に
は
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、

大
阪
の
住
ま
い
と
暮
ら
し
・
文
化
に
か

か
る
歴
史
・
文
化
資
源
の
活
用
な
ど
に

関
わ
る
幅
広
い
連
携
事
業
を
協
力
し
て

実
施
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
2
0
1
7

年
の
「
外
国
人
に
も
わ
か
る
〝
和
の
住

ま
い
文
化
劇
場
〟」、
2
0
1
7
年
10
月

か
ら
は
大
阪
の
お
も
て
な
し
文
化
を
再

現
し
な
が
ら
、
大
阪
の
生
活
文
化
を
学

ぶ
「
上
方
生
活
文
化
堂
」（
全
12
回
開
講
）

な
ど
い
く
つ
か
の
実
験
的
な
試
み
が
挙

げ
ら
れ
る
。

ま
た
2
0
2
5
年
か
ら
、
大
阪
く
ら

し
の
今
昔
館
の
新
た
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

手
法
の
模
索
と
同
時
に
大
阪
の
住
ま
い

や
暮
ら
し
の
歴
史
・
文
化
を
再
認
識
し
、

都
市
居
住
文
化
を
再
考
し
よ
う
と
、「
お

出
か
け
今
昔
館
」
を
開
催
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、『
C
E
L
』
1
1
6

号（
2
0
1
7
年
7
月
）、1
1
8
号（
2
0
1
8

年
3
月
）、
1
3
7
号
（
2
0
2
5
年
9
月
）

で
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

C
E
L
の
見
つ
め
る

住
ま
い
と
暮
ら
し

設
立
当
初
に
描
い
た
高
度
に
情
報
化

が
進
展
し
、
豊
か
さ
と
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
で
き
る
21
世
紀
の
社
会
は
確
か
に
実

現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
必
ず

し
も
「
バ
ラ
色
で
幸
せ
に
満
ち
た
世

界
」
と
は
言
い
難
い
。
住
環
境
の
概
念

を
広
く
捉
え
、
人
の
生
活
の
多
様
性
や

複
雑
さ
を
認
識
し
、
人
生
そ
れ
ぞ
れ
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
得
る
住
ま

い
・
住
環
境
が
保
障
さ
れ
る
社
会
は
ま

だ
実
現
し
て
い
な
い
。

今
号
の
特
集
で
は
、
ま
す
ま
す
複
雑

化
す
る
住
ま
い
・
暮
ら
し
を
め
ぐ
る
課

題
に
対
し
、
生
活
文
化
と
社
会
福
祉
の

視
点
か
ら
両
者
の
間
を
埋
め
、
住
ま
い

注＊
1 

過
去
の
居
住
実
験
を
テ
ー
マ
ご
と
に
振
り
返
る
と

と
も
に
、
外
部
専
門
家
に
よ
る
評
論
、
会
場
を
交

え
た
討
論
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
。https://w

w
w.og-cel.jp/

project/next21/eneculture.htm
l

＊
2	

「
実
践
し
考
え
る
再
生
エ
コ
ハ
ウ
ス
」（
全
4
編
）

『
C
E
L
』
54
号
（
2
0
0
0
年
9
月
）
〜
56
号

（
2
0
0
1
年
3
月
）、
62
号
（
2
0
0
2
年
9
月
）。

「
フ
ァ
ク
タ
ー
4
の
家 

エ
ネ
ル
ギ
ー
負
荷
を
四
分

の
一
に
す
る
N
E
X
T
21
に
お
け
る
住
戸
改
修
」

『
C
E
L
』
83
号
（
2
0
0
8
年
1
月
）。

＊
3	

連
載
「
も
う
ひ
と
つ
の
都
市
再
生
へ 

大
阪
長
屋
文

化
再
考
」（
全
4
話
）『
C
E
L
』
65
号
（
2
0
0
3

年
6
月
）
〜
68
号
（
2
0
0
4
年
3
月
）。
連
載

「
大
阪
・
上
町
台
地
発 

都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ
」

（
全
23
話
）『
C
E
L
』
70
号
（
2
0
0
4
年
9
月
）

〜
1
0
0
号
（
2
0
1
2
年
3
月
）。
連
載
「
再

見 

上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
」（
全
4
話
）『
C
E
L
』

1
3
5
号
（
2
0
2
4
年
9
月
）
〜
1
3
8
号

（
2
0
2
6
年
3
月
）。

を
「
暮
ら
し
の
場
と
し
て
」
支
え
る
に

は
何
が
必
要
な
の
か
、
政
策
や
制
度
の

転
換
を
地
域
や
生
活
者
の
ニ
ー
ズ
と
結

び
つ
け
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
考
察
し
て

き
た
。
歴
史
・
文
化
、
国
際
交
流
、
医

療
・
福
祉
、
教
育
、
宗
教
は
都
心
居
住

文
化
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
営
み
で

あ
り
、
ま
ち
と
関
わ
り
な
が
ら
住
み
・

暮
ら
す
生
活
文
化
こ
そ
が
持
続
的
な
活

力
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
は
、

地
域
や
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら

「
住
ま
い
・
暮
ら
し
」
を
見
つ
め
て
い

き
た
い
。

U-CoRoプロジェクトStep1で行われた「ウィンドウ・エキシビション」
の様子。
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